
■５月14日(月)－沖縄大集会＆市内デモ

５月14日昼、沖縄大学でキャンパス集会と、与儀公園

までのデモ行進が打ち抜かれました。集会に先だってこ

の日の早朝、沖大自治会委員長の赤嶺君と全国学生は、

｢新入生歓迎スポーツ大会｣会場前に登場、大会に参加す

る学生にキャンパス集会への参加を呼びかけました。

このスポーツ大会は、２年前から必ず集会と同じ日に

日程を合わせ、全学休講で開催されています。集会を｢見

せない、聞かせない｣ことで、学生の自治会への合流を阻

もうという沖大当局の意図がありありと表れています。

用意したビラは次々と受け取られ、沖大生はスポーツ

大会開始ギリギリまで階段に座って私たちの訴えを聞き、

拍手する学生が現れるなど、圧倒的な好反応でした！

全国学生は沖大キャンパスに移動し、正午から集会を

始めました。最初に赤嶺君が、４月に開催した｢こどもの

貧困｣をテーマにした講演会の学内開催を沖大当局が不許

可にしたことを徹底弾劾し、｢学生の力を奪い、貧困をつ

くっているのは、高い学費を強制し、学生にものを言わ

せない沖縄大学じゃないか！｣｢今日を出発点にこの大学

を変えていきましょう！｣と熱烈に訴えました。
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｢復帰｣46年５･12沖縄集会で赤嶺君が基調提起！



続いて全国学生が次々と発言、それぞれの口から｢沖大

で起こっていることは全国の大学でも起こっていること｣

｢沖縄と本土の闘いが一緒になって、学生も教職員も学生

自治会と一緒に貧困の現実、自分たちの現実を塗り替え

ていこう」と連帯アピールを行いました。

周辺住民や沖大で工事をしている作業員も大注目の中、

デモに出発しました。学生の元気の良い訴えに、沿道か

らは手を振る人や車の中からガッツポーズをする人も。

最後に赤嶺君の団結ガンバローで、沖大学生自治会執行

部選挙(５／17～)の勝利へ決意を新たにしました。

■５月13日(日)－全国学生集会

５月13日夕方、沖縄県青年会館で全国学生集会が開催

されました。冒頭、基調提起に立った全学連･斎藤郁真委

員長は、｢改憲が狙われる一方で、ＪＲ東労組の崩壊や南

北首脳会談など、既存の運動の枠組みや常識が壊れるよ

うな事態が起きている｣｢各国政権の思惑のズレをつくり

だしたのは国際的な階級闘争･反戦運動の盛り上がりだ｣

｢新自由主義に対抗する学生運動の復活をかちとろう。そ

のために６･３高松闘争、７月同学会選挙、８･５－６ヒ

ロシマ闘争を闘い、９月全学連大会への大結集をつくり

だそう！｣と訴えました(写真左上)。

続いて、沖縄大学学生自治会･赤嶺知晃委員長が、

｢『オール沖縄』が崩壊する中で、学生自治会から一度は

離れた学生の再獲得が始まっている｣｢一人二人の強い活

動家の運動から、全体を獲得する闘いへと広げていきた

い｣と決意を語り、京都大学同学会副委員長の安田淳敏君

が、当日早朝の京大当局による立て看板撤去を弾劾した

上で、｢筋を通して非妥協で｣｢すべての権力を自治会へ！」

と、学生の下に大学を取り戻すことを訴えました。

沖縄闘争に初参加の学生からは、｢沖大生と話して、

『学生の貧困』の実態を知ることができた｣｢沖縄で見聞

きした闘いを自分のキャンパスに持ち帰って闘いたい｣と

感動が語られました。最後に団結ガンバロー、翌日の沖

大キャンパス集会の成功へ、全体で決意を固めました。

５･12国際通りデモを貫徹し県庁前で団結ガンバロー！

５･13沖縄県民大会に3500人が結集


